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中学生のインターネットの利用時間に影響を及ぼす要因の検討
―友人関係と親子関係に着目して―
久保田 真 功
髙 澤 光
⚑．問題の設定
本研究の目的は、中学生を対象とした質問紙調査をも
とに、インターネットの利用時間に影響を及ぼす要因を
子ども間の友人関係や親子関係の側面から検討すること
にある。
近年、青少年におけるスマートフォンの利用率は急速
に高まっている。例えば、内閣府は、2009年度から現在
にかけて、全国の青少年（満10歳から満17歳）を対象と
した調査（主には調査員による個別面接聴取法）をもと
に、青少年のインターネットの利用状況等について検討
している。その結果、①携帯電話の利用率が減少する一
方で、スマートフォンの利用率が急速に高まっているこ
と、②スマートフォンの利用率は、学校段階の上昇に伴
い高くなっていること、などを明らかにしている。
また、最新の内閣府の調査（内閣府 2017）によれば、
①インターネットへの接続機器として最も利用率が高い
のはスマートフォンであり、その傾向は学校段階の上昇
に伴い高まっていること、②インターネットの利用時間
については、他の機器（携帯電話やパソコンなど）と比
べて、スマートフォンで長くなる傾向にあること、③イ
ンターネットの利用時間は、学校段階の上昇に伴い、長
くなる傾向にあること、などが明らかになっている。
以上を踏まえると、青少年にとって、スマートフォン
はもはや手放すことのできない重要なアイテムとなって
いるといっても過言ではないであろう。
その一方で、青少年におけるインターネット上のトラ
ブルや問題行動が指摘されるようになっている。内閣府
（2017）によれば、年齢や学校段階の上昇に伴い、何ら
かのインターネット上のトラブルや問題行動（勉強に集
中できなかったり、睡眠不足になったりする、悪口や嫌
がらせのメッセージを送られたり、書き込みをされる、
など）を経験する者の割合が高くなる傾向にある。この
ことと、学校段階の上昇に伴い、スマートフォンの利用
率が高くなるとともにインターネットの利用時間が長く
なる傾向にあることとを考え合わせると、スマートフォ
ンの所持やその利用時間の長さが、子どもたちがイン
ターネット上のトラブルに巻き込まれたり、問題行動を
引き起こしたりする大きな一因であると推察される。
また、高比良ほか（2006）は、中学生を対象とした⚒
時点でのパネル調査をもとに、インターネットの使用量
（例えば、Ｅメールの使用量など）が多いほど、攻撃性
（例えば、敵意など）が高まることを明らかにしている。
さらに、内海（2010）は、中学生を対象とした質問紙
調査をもとに、インターネットの使用時間が長い場合
に、インターネット上で他者を攻撃したり、他者から攻
撃されたりする可能性が高まることを明らかにしてい
る。
しかしその一方で、青少年のインターネットの利用時
間の長さに影響を及ぼす要因について直接検討した研究
は、管見する限り見当たらない。先述した内海（2010）
は、子どものインターネット使用に対する親の統制と子
どものインターネット上の加害・被害経験との関連を明
らかにすることを目的としている。そのため、子どもの
インターネット使用時間に影響を及ぼす要因は、子ども
のインターネット使用に対する親の統制に関する変数
（例えば、インターネット使用に関する具体的なルール
の設定等の有無や、親が子どもによるインターネットに
よる接続を自由にさせているかどうか、など）に限定さ
れている。
そこで本研究では、中学生を対象とした質問紙調査を
もとに、インターネットの利用時間に影響を及ぼす要因
について検討することとする。中学生のインターネット
の利用時間に影響を及ぼす要因として、本研究で着目す
るのは、次の⚓つである。第⚑に、子どもたちが学校に
おいて普段行動を共にする仲間集団の特性である。先行
研究により、仲間集団に対する指向性（同じ友人とのみ
付き合うなど友人関係が固定化しているという「固定的
集団指向」や、友人を独占したいという「独占的な親密
関係指向」）が、携帯電話の実用面や心理面での重要度
の認知に影響を及ぼしていることが確認されているから
である（三島ほか 2016）。仲間集団の特性としては、
主には次の⚒つに着目する。⚑つは、「優しい関係」（土
井 2007，2008）である。「優しい関係」とは、過剰な
までに互いに配慮し合うことにより、対立を徹底的に避
けようとする子ども間の人間関係のことである。このよ
うな「優しい関係」が仲間集団内に見られる場合、子ど
もたちは周囲のメンバーに気を使うあまり、自らイン
ターネット上のやり取りを中断することが難しくなろ
う。
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もう⚑つは、仲間集団の閉鎖性・排他性である。仲間
集団にグループ外の者との交流が乏しいなどの閉鎖性
や、グループ外の者を受け入れないなどの排他性が見ら
れる場合、仲間集団内のコミュニケーションの密度は増
すこととなる。その際、子どもたちは互いに距離をとっ
て付き合うことが難しくなり、インターネット上でやり
取りをする頻度は高くなると考えられる。また、仲間集
団が閉鎖的・排他的である場合、そこでの人間関係のあ
り様が子どもの学校生活を大きく左右することになるた
め、自分の関与しないところで他のメンバーが自分に対
する不平・不満をもらすことを恐れ、できる限りイン
ターネット上で他のメンバーとつながっている状態を維
持しようとするとも考えられる。
その一方で、グループ外の友人とも交流がある場合、
交友関係の幅が広がることから、特定の人間との密なや
り取りを避けることができ、インターネットの利用時間
が抑制されると考えられる。
第⚒に着目する要因は、友人に対する欲求である。榎
本（2000）は、中学生から大学生を対象とした質問紙調
査をもとに、青少年の友人に対する欲求には「相互尊重
欲求」（友人と互いの個性を尊重する関係を望む）と「親
和欲求」（友人と一緒にいたり、遊んだりと友人との親
しい関係を望む）、「同調欲求」（友人との同じ行動や同
じ趣味を望む）という⚓つの側面があることを明らかに
している。これら⚓つの欲求のうち、「親和欲求」と「同
調欲求」は子どもたちのインターネットの利用時間に影
響を及ぼす可能性があると考えられる。「親和欲求」や
「同調欲求」が高い場合、インターネット上においても
友人と絶えずつながっていたいという欲求が子どもたち
の間で高まり、結果的にインターネットの利用時間が長
くなると推測されるからである。
第⚓に着目する要因は、親による子どもの生活のコン
トロールである。親が子どもの行動を把握している場合
や、親が子どもの携帯電話の使用を制限している場合
に、子どもは自由に携帯電話を使用することが難しくな
ることから、インターネットの利用時間は抑制されると
考えられる。
インターネットの利用時間の長さは、子どもたちがイ
ンターネット上の被害に遭遇したり、「ネットいじめ」
などの問題行動を引き起こしたりする重要な要因である
と推察される。そのため、子どもたちのスマートフォン
の利用時間に影響を及ぼす要因を検討することは、フィ
ルタリングサービスの活用や情報モラル教育の徹底と
いった従来の対策とは異なるアプローチからの対策を講
じる手がかりとなると考えられる。この点からも本研究
の意義は認められよう。
⚒．方法
⑴ 調査対象
調査対象は、Ｘ県Ｐ市の公立中学校⚕校に在籍する生
徒、674名である。調査用紙の回収率は、96.4％（650名）
である。ただし、回収した調査用紙には回答に不備があ
るものが見られたため、これらをのぞいた493名の調査
用紙を分析対象とした（有効回答率は75.8％）。男女比
は、男子48.3％、女子51.7％である。学年比は、⚑年生
33.9％、⚒年生30.2％、⚓年生35.9％である。
⑵ 調査の実施
Ｐ市教育委員会の協力のもと、各学校長の承認を得て
調査を実施した。調査の実施時期は、2017年10月～12月
である。調査用紙については各学校宛に郵送し、調査の
実施を各学級の担任教師に依頼した。
⑶ 調査内容
① 「優しい関係」
岡田（1993）を参照し、他者への配慮や気遣いをうか
がわせる⚙項目を選定した。これらの項目について、
「とてもあてはまる」から「まったくあてはまらない」
の⚕段階で回答を求めた。
② 「親和・同調欲求」
榎本（2000）を参照し、11項目を選定した。これらの
項目について、「とてもあてはまる」から「まったくあ
てはまらない」の⚕段階で回答を求めた。
③ 特定のグループへの所属の有無
学校で一緒に教室移動したり、休み時間に一緒に行動
したりするような決まったグループがあるのかどうかを
尋ねた。
④ 所属グループの特性
特定のグループに所属していると回答した者に対し
て、所属グループの特性を尋ねた。項目については、石
田・小島（2009）を参照し、グループの閉鎖性・排他性
を問う⚕項目を選定した。これらの項目について、「と
てもあてはまる」から「まったくあてはまらない」の⚕
段階で回答を求めた。
⑤ 所属グループ以外の友人との交流
特定のグループに所属していると回答した者に対し
て、所属グループ以外の友人とも交流があるかどうかを
尋ねた。項目については、石田・小島（2009）を参照し、
⚔項目を選定した。これらの項目について、「とてもあ
てはまる」から「まったくあてはまらない」の⚕段階で
回答を求めた。
⑥ 自分専用の携帯電話所有の有無
自分専用の携帯電話を所有しているかどうかについて
尋ねるとともに、所有していると回答したものに対して
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は、携帯電話の種類（ガラケーあるいはスマートフォン）
も尋ねた。
⑦ インターネットおよび SNS の利用時間
自分専用の携帯電話を所有していると回答した者に対
して、普段（月曜日～金曜日）の⚑日当たりのインター
ネットの利用時間および SNS の利用時間について尋ね
た。選択肢は、「ほとんどしない」「およそ30分」「⚑時
間」「⚑時間30分」「⚒時間」「⚒時間30分」「⚓時間」「⚓
時間30分」「それ以上」の⚙つである。
⑧ 家庭の文化的階層
苅谷・志水編（2004）を参照し、⚔項目を選定した。
これらの項目について、「とてもあてはまる」から「まっ
たくあてはまらない」の⚕段階で回答を求めた。
⑨ 親による子どもの行動の把握
Hirschi（2004）を参照し、親による子どもの行動の
把握に関する⚒項目を用いた。これらの項目について、
「とてもあてはまる」から「まったくあてはまらない」
の⚕段階で回答を求めた。
⑩ 親による子どもの携帯電話使用の統制
内海（2010）を参照し、親による子どもの携帯電話使
用の統制に関する⚕項目を選定した。これらの項目につ
いて、「とてもあてはまる」から「まったくあてはまら
ない」の⚕段階で回答を求めた。
⚓．分析結果
⑴ 各項目の男女間比較
① 「優しい関係」
表⚑は、友人との付き合い方に関する項目を男女で比
較した結果である（自由度はいずれも491）。男女で統計
的に有意な差が見られたのは、「互いに傷つけないよう
に気をつかう」（p ＜ 0.001）、「相手の考えていること
に気をつかう」（p ＜ 0.001）、「話題についていけるよ
うに気をつかう」（p ＜ 0.05）、「お互いの個人的なこと
（悩みなど）には立ち入らない」（p ＜ 0.01）、「友だち
がいやがることは決してしない」（p ＜ 0.001）の⚕項
目である。
「お互いの個人的なこと（悩みなど）には立ち入らな
い」については男子の方が女子より平均値が高いもの
の、それ以外の項目についてはいずれも女子の方が男子
よりも平均値が高くなっている。
この結果から、女子は男子と比べ、他者に配慮し気
遣って学校生活を送っている傾向にあることがうかがえ
る。
表⚒は、友人との付き合い方に関する項目について主
成分分析を行った結果であるが、一元性が確認された。
そこで、この成分をʠ他者に配慮し気遣うとともに、他
者との対立を避けようとしているʡという意味で「優し
い関係」と命名した。
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表⚑ 友人との付き合い方の男女間比較
人数 平均値 標準偏差 t 値
相手の言うことに口をはさまない
男子
女子
238
255
3.74
3.82
.909
.863
1.053
互いに傷つけないように気をつかう
男子
女子
238
255
4.03
4.31
.871
.780
3.826＊＊＊
相手の考えていることに気をつかう
男子
女子
238
255
4.11
4.34
.840
.724
3.290＊＊＊
話題についていけるように気をつかう
男子
女子
238
255
3.95
4.14
.964
.944
2.233＊
意見や好みがぶつからないように気をつ
ける
男子
女子
238
255
3.62
3.61
1.098
1.138
.139
あたりさわりのない会話ですませる
男子
女子
238
255
3.58
3.42
1.098
1.080
1.636
お互いの個人的なこと（悩みなど）には
立ち入らない
男子
女子
238
255
3.68
3.38
1.066
1.201
2.970＊＊
楽しい雰囲気になるように気をつかう
男子
女子
238
255
4.21
4.22
.852
.888
.118
友達がいやがることは決してしない
男子
女子
238
255
3.79
4.22
.940
.864
5.287＊＊＊
※ 「まったくあてはまらない」～「とてもあてはまる」に⚑～⚕の得点を配分。
†p ＜ 0.1、＊p ＜ 0.05、＊＊p ＜ 0.01、＊＊＊p ＜ 0.001。特に断りがない場合は以下同様。
② 「親和・同調欲求」
表⚓は、「親和・同調欲求」に関する項目を男女で比
較した結果である（自由度はいずれも491）。男女で統計
的に有意な差が見られたのは、「友達には一緒にいてほ
しい」（p ＜ 0.01）の⚑項目のみである。また、「友達
と一緒にいたい」（p ＜ 0.1）、「友達には私と遊んでほ
しい」（p＜ 0.1）の⚒項目については、有意傾向にある。
これら⚓項目いずれについても、女子の方が男子より
も平均値が高くなっている。
この結果から、女子は男子と比べ、「親和欲求」（友人
と一緒にいたり、遊んだりと友人との親しい関係を望
む）が高い傾向にあると言える。
表⚔は、「親和・同調欲求」に関する項目について主
成分分析を行った結果であるが、一元性が確認された。
【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第24号／
久保田真功・髙澤光 初 校
― 34 ―
表⚒ 友人との付き合い方の主成分分析結果
優しい関係
話題についていけるように気をつかう
意見や好みがぶつからないように気をつける
相手の考えていることに気をつかう
楽しい雰囲気になるように気をつかう
互いに傷つけないように気をつかう
相手の言うことに口をはさまない
友達がいやがることは決してしない
あたりさわりのない会話ですませる
お互いの個人的なこと（悩みなど）には立ち入らない
.744
.736
.730
.704
.694
.668
.640
.629
.623
固有値 4.244
寄与率 47.2
表⚓ 「親和・同調欲求」の男女間比較
人数 平均値 標準偏差 t 値
友達と一緒にいたい
男子
女子
238
255
4.32
4.45
.825
.740
1.927†
友達には一緒にいてほしい
男子
女子
238
255
4.16
4.38
.884
.832
2.859＊＊
友達と遊びたい
男子
女子
238
255
4.33
4.40
.887
.859
.969
友達には私と遊んでほしい
男子
女子
238
255
3.86
4.02
.982
1.012
1.717†
友達を頼りにしたい
男子
女子
238
255
4.14
4.24
.939
.888
1.171
友達には何でも話したい
男子
女子
238
255
3.49
3.49
1.117
1.086
.011
友達といることで安心感を得たい
男子
女子
238
255
3.81
3.89
1.085
.995
.849
友達と趣味や好みが一致したい
男子
女子
238
255
3.56
3.59
1.156
1.157
.242
友達には私の趣味や好みと一致してほしい
男子
女子
238
255
3.16
3.00
1.232
1.194
1.461
友達と同じ行動がしたい
男子
女子
238
255
3.05
2.99
1.120
1.199
.594
友達には私と同じ行動をしてほしい
男子
女子
238
255
2.68
2.57
1.172
1.164
1.067
表⚔ 「親和・同調欲求」の主成分分析結果
親和･同調欲求
友達には私と遊んでほしい
友達には一緒にいてほしい
友達を頼りにしたい
友達といることで安心感を得たい
友達と一緒にいたい
友達と遊びたい
友達と同じ行動がしたい
友達と趣味や好みが一致したい
友達には私と同じ行動をしてほしい
友達には何でも話したい
友達には私の趣味や好みと一致してほしい
.807
.783
.759
.717
.714
.706
.675
.644
.629
.625
.620
固有値 5.402
寄与率 49.1
そこで、この成分をʠ「親和欲求」が高いとともに「同
調欲求」も高いʡという意味で「親和・同調欲求」と命
名した。
③ 所属グループの特性
特定のグループへの所属の有無について分析した結
果、男子は68.9％（164名）、女子は71.4％（182名）の
者が、学校で行動をともにする特定のグループに所属し
ていることが明らかとなった。なお、男女で統計的に有
意な差は見られなかった。
表⚕は、所属グループの特性を男女で比較した結果で
ある（自由度はいずれも344）1)。男女で統計的に有意な
差が見られたのは、「グループ以外の人とみんなよく遊
んでいる」（p ＜ 0.05）の⚑項目のみである。男子の方
が女子よりも平均値が高いことから、男子のグループは
女子のグループと比べ、所属グループ以外の者との交流
が多い傾向にあることがうかがえる。
表⚖は、所属グループの特性に関する項目について主
成分分析を行った結果であるが、一元性が確認された。
そこでこの成分をʠ所属グループが閉鎖的であるととも
に排他的であるʡという意味で「グループの閉鎖性・排
他性」と命名した。
④ 所属グループ以外の友人との交流
表⚗は、個々人の所属グループ以外の友人との交流に
関する項目を男女で比較した結果である（自由度はいず
れも344）。男女で統計的に有意な差が見られたのは、
「グループ以外の人とよく遊んでいる」（p ＜ 0.001）の
⚑項目のみである。男子の方が女子よりも平均値が高い
ことから、男子は女子に比べ、所属グループ以外の友人
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表⚕ 所属グループの特性の男女間比較
人数 平均値 標準偏差 t 値
グループ以外の人を仲間に入れてあげな
いという雰囲気がある
男子
女子
164
182
2.02
1.91
.943
.962
1.089
他のグループの人が自分のグループに
入ってくることを嫌がる人がいる
男子
女子
164
182
1.98
2.06
.962
1.093
.708
自分のグループの人は、ほかのグループ
の人と仲良くしていない
男子
女子
164
182
1.85
1.70
.954
.873
1.530
グループの人たちは、いつもグループ内
の人とだけ遊んでいる
男子
女子
164
182
2.12
2.19
1.104
1.088
.648
グループ以外の人とみんなよく遊んでいる
男子
女子
164
182
3.88
3.63
1.065
1.084
2.228＊
表⚖ 所属グループの特性の主成分分析結果
グループの
閉鎖性・排他性
自分のグループの人は、ほかのグループの人と仲良くしていない
グループ以外の人を仲間に入れてあげないという雰囲気がある
他のグループの人が自分のグループに入ってくることを嫌がる人がいる
グループの人たちは、いつもグループ内の人とだけ遊んでいる
グループ以外の人とみんなよく遊んでいる
.840
.829
.827
.752
-.465
固有値 2.859
寄与率 57.2
表⚗ 所属グループ以外の友人との交流
人数 平均値 標準偏差 t 値
グループ以外の友達とも仲良くしている
男子
女子
164
182
4.43
4.42
.693
.737
.128
グループ以外の人とも友達でいると思う
男子
女子
164
182
4.37
4.43
.814
.723
.825
グループ以外の友達も多い
男子
女子
164
182
4.24
4.08
.835
.928
1.631
グループ以外の人とよく遊んでいる
男子
女子
164
182
3.59
3.18
1.015
1.016
3.695＊＊＊
とも個人的に交流する傾向にあることがわかる。
表⚘は、個々人の所属グループ以外の友人との交流に
関する項目について主成分分析を行った結果であるが、
一元性が確認された。そこでこの成分をʠ所属グループ
の枠を越えた開放的な人間関係を取り結んでいるʡとい
う意味で「開放的な人間関係」と命名した。
⑤ 自分専用の携帯電話所有の有無
表⚙は、自分専用の携帯電話所有の有無を男女で比較
した結果である。その結果、男女で統計的に有意な差が
見られ、女子は男子と比べ、携帯電話を所有している者
の割合が高い。
また、所有している携帯電話の種類としては、スマー
トフォンと回答した者の割合が男子で90.4％（94名）、
女子で92.4％（134名）となっており、男女ともにスマー
トフォンの所持率が⚙割を超えていた。なお、男女で統
計的に有意な差は見られなかった。
⑥ インターネットおよび SNS の利用時間
図⚑は、自分専用の携帯電話を所有していると回答し
た者に対して、普段（月曜日～金曜日）の⚑日当たりの
インターネットの利用時間を尋ねた結果である。この結
果より、⚒時間以上の者が半数近く（49.4％）を占めて
いることがわかる。なお、インターネットの利用時間に
男女で統計的に有意な差は見られなかった。
図⚒は、インターネットの利用時間に占める SNS
（LINE や Twitter）の利用時間を尋ねた結果である。30
分以下の者が66.7％と⚗割弱を占めている一方で、⚒時
間以上の者は11.6％と⚑割強に過ぎない。
表10は、SNS の利用時間を男女で比較した結果であ
る（自由度は247）2)。その結果、男女で統計的に有意な
差が見られ、女子の方が男子よりも平均値が高い。この
結果より、女子は男子に比べ、SNS の利用時間が長い
傾向にあることがうかがえる。
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表⚘ 所属グループ以外の友人との交流の主成分分析結果
開放的な
人間関係
グループ以外の人とも友達でいると思う
グループ以外の友達とも仲良くしている
グループ以外の友達も多い
グループ以外の人とよく遊んでいる
.907
.875
.866
.531
固有値 2.620
寄与率 65.5
表⚙ 自分専用の携帯電話所有の有無
携帯電話の所持
合計
はい いいえ
男子
女子
43.7％
56.9％
56.3％
43.1％
100.0％（238)＊＊
100.0％（255)
図⚑ インターネットの利用時間（N＝ 249）
図⚒ SNSの利用時間（N＝ 249）
表10 SNSの利用時間の男女間比較
人数 平均値 標準偏差 t 値
男子
女子
104
145
2.22
2.70
1.625
1.587
2.308＊
※ 「ほとんどしない」～「それ以上（⚓時間30分以上）」
に⚑～⚙の得点を配分。
⑦ 家庭の文化的階層
表11は、家庭の文化的階層に関する項目を男女で比較
した結果である（自由度はいずれも491）。男女で統計的
に有意な差が見られたのは、「小さいとき、家の人に絵
本を読んでもらった」（p＜ 0.05）の⚑項目のみである。
女子の方が男子よりも平均値が高いことから、女子は男
子に比べ、幼少期に保護者に絵本を読んでもらった経験
が多い傾向にあると言える。
表12は、家庭の文化的階層に関する項目について主成
分分析を行った結果であるが、一元性が確認された。そ
こでこの成分を「家庭の文化的階層」と命名した。
⑧ 親による子どもの行動の把握
表13は、親による子どもの行動に関する項目の把握を
男女で比較した結果である（自由度はいずれも491）。い
ずれの項目についても男女で統計的に有意な差が見ら
れ、女子の方が男子に比べ平均値が高い。この結果よ
り、女子は男子に比べ、保護者が子どもの行動を把握し
ている傾向にあることがうかがえる。
表14は、親による子どもの行動の把握に関する項目に
ついて主成分分析を行った結果であるが、一元性が確認
された。そこでこの成分を「親による子どもの行動の把
握」と命名した。
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表11 家庭の文化的階層の男女間比較
人数 平均値 標準偏差 t 値
家の人はテレビでニュース番組を見る
男子
女子
238
255
4.38
4.43
.905
.847
.625
家の人が手作りのおかしをつくってくれる
男子
女子
238
255
2.77
2.82
1.368
1.363
.378
小さいとき、家の人に絵本を読んでも
らった
男子
女子
238
255
3.82
4.06
1.181
1.207
2.185＊
家の人に博物館や美術館に連れて行って
もらったことがある
男子
女子
238
255
3.92
3.97
1.251
1.193
.402
表12 家庭の文化的階層の主成分分析結果
家庭の文化的階層
小さいとき、家の人に絵本を読んでもらった
家の人に博物館や美術館に連れて行ってもらったことがある
家の人が手作りのおかしをつくってくれる
家の人はテレビでニュース番組を見る
.793
.783
.656
.566
固有値 1.992
寄与率 49.8
表13 親による子どもの行動の把握の男女間比較
人数 平均値 標準偏差 t 値
家の人は、私がいない時、どこにいるか
を知っている
男子
女子
238
255
3.84
4.13
1.131
1.050
2.860＊＊
家の人は、私がいない時、誰と一緒にい
るか知っている
男子
女子
238
255
3.63
4.05
1.222
1.064
4.088＊＊＊
表14 親による子どもの行動の把握の主成分分析結果
親による子どもの
行動の把握
家の人は、私がいない時、誰と一緒にいるか知っている
家の人は、私がいない時、どこにいるかを知っている
.935
.935
固有値 1.747
寄与率 87.3
⑨ 親による子どもの携帯電話使用の統制
表15は、親による子どもの携帯電話使用の統制に関す
る項目を男女で比較した結果である（自由度はいずれも
247）3)。男女で統計的に有意な差が見られたのは、「ケー
タイ電話のどのようなサイトにも自由に接続させてくれ
る」（p ＜ 0.01）の⚑項目のみである。男子の方が女子
よりも平均値が高いことから、男子は女子に比べ、保護
者が携帯電話によるあらゆるサイトへの接続を自由にさ
せてくれていると認知する傾向にあることがうかがえ
る。
表16は、親による子どもの携帯電話使用の統制に関す
る項目について因子分析を行った結果である（主因子
法、バリマックス回転）4)。その結果、⚒つの因子が抽
出された。第⚑因子は、「あなたのケータイ電話の使い
方についてルールを決めている」（0.770）、「あなたが
ケータイ電話の使い方のルールを守らないと叱る」
（0.755）、「ケータイ電話で誰とやり取りをしているか
知っている」（0.417）という⚓項目で負荷が高かった
（カッコ内の数値は因子負荷量）。そこでこの因子を、親
が子どもの携帯電話の使用を直接コントロールしている
という意味で「携帯電話使用の統制」と命名した。
第⚒因子は、「ケータイ電話のどのようなサイトにで
も自由に接続させてくれる」（0.704）、「好きなだけ長い
時間ケータイ電話を使わせてくれる」（0.693）という⚒
項目で負荷が高かった。そこでこの因子を、親が子ども
に携帯電話を自由に使わせているという意味で「携帯電
話使用の自由化」と命名した。
⑵ インターネットの利用時間に影響を及ぼす要因の
検討
ここでは、中学生のインターネットの利用時間に影響
を及ぼす要因について検討したい。分析に使用する変数
は、表17の通りである。
表18は、インターネットの利用時間を従属変数に、そ
の他の変数を独立変数とした重回帰分析の結果である。
主要な結果は、次の⚖点である。
第⚑に、「家庭の文化的階層」が有意な負の影響を及
ぼしていることから、家庭の文化的階層が高い場合に、
インターネットの利用時間が抑制される傾向にある。
第⚒に、「携帯電話使用の統制」が有意な負の影響（有
意傾向）を及ぼしていることから、親が子どもの携帯電
話の使用を直接コントロールしている場合に、インター
ネットの利用時間が抑制される傾向にある。
第⚓に、「携帯電話使用の自由化」が有意な正の影響
を及ぼしていることから、親が子どもに携帯電話を自由
に使わせている場合に、インターネットの利用時間が長
くなる傾向にある。
第⚔に、「優しい関係」が有意な正の影響を及ぼして
いることから、子どもたちが他者に配慮し気遣うととも
に、他者との対立を避けようとする「優しい関係」を取
り結んでいる場合に、インターネットの利用時間が長く
なる傾向にある。
第⚕に、「開放的な人間関係」が有意な負の影響を及
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表15 親による子どもの携帯電話使用の統制の男女間比較
人数 平均値 標準偏差 t 値
あなたがケータイ電話の使い方のルール
を守らないと叱る
男子
女子
104
145
2.96
2.93
1.350
1.408
.172
あなたのケータイ電話の使い方について
ルールを決めている
男子
女子
104
145
3.37
3.36
1.337
1.422
.038
好きなだけ長い時間ケータイ電話を使わ
せてくれる
男子
女子
104
145
2.68
2.47
1.217
1.344
1.287
ケータイ電話のどのようなサイトにでも
自由に接続させてくれる
男子
女子
104
145
2.86
2.36
1.303
1.373
2.879＊＊
ケータイ電話で誰とやり取りをしている
のか知っている
男子
女子
104
145
3.15
3.14
1.385
1.367
.090
表16 親による子どもの携帯電話使用の統制の因子分析結果
携帯電話
使用の統制
携帯電話
使用の自由化
あなたのケータイ電話の使い方
についてルールを決めている
.770 -.183
あなたがケータイ電話の使い
方のルールを守らないと叱る
.755 -.105
ケータイ電話で誰とやり取り
をしているのか知っている
.417 -.079
ケータイ電話のどのようなサイト
にでも自由に接続させてくれる
-.053 .704
好きなだけ長い時間ケータイ
電話を使わせてくれる
-.236 .693
固有値 1.396 1.027
寄与率 27.9 20.5
ぼしていることから、子どもたちが所属グループの枠を
超えた開放的な人間関係を取り結んでいる場合に、イン
ターネットの利用時間が抑制される傾向にある。
第⚖に、「SNS の利用時間」が有意な正の影響を及ぼ
していることから、SNS（LINE や Twitter）の利用時
間が長い場合に、インターネットの利用時間も長くなる
傾向にある。
⚔．まとめと考察
本研究の目的は、中学生を対象とした質問紙調査をも
とに、インターネットの利用時間に影響を及ぼす要因を
子ども間の友人関係や親子関係の側面から検討すること
にあった。本研究により明らかとなった主要な結果は、
以下のように要約されよう。
⑴ 男女の友人関係について
第⚑に、「優しい関係」についてである。女子は男子
と比べ、他者に配慮し気遣って学校生活を送っている傾
向にあった。土井（2007，2008）は、現在の若者の友人
関係の特徴として、過剰なまでに互いに配慮し合うこと
により、対立を徹底的に避けようとすることを指摘して
いる。土井は、このような若者の友人関係を「優しい関
係」と名づけた。土井によれば、このような友人関係は
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表17 分析に使用する変数
性別 男子ならば⚑、女子ならば⚐のダミー変数。
学年 ⚑年生には⚑、⚒年生には⚒、⚓年生には⚓の得点を配分。
家庭の文化的階層
家庭の文化的階層に関する項目について主成分分析を行った結果得
られた主成分得点（表12）。
親による子どもの行動の把握
親による子どもの行動の把握に関する項目について主成分分析を
行った結果得られた主成分得点（表14）。
携帯電話使用の統制 親による子どもの携帯電話使用の統制に関する項目について因子分
析を行った結果得られた⚒つの因子得点（表16）。携帯電話使用の自由化
優しい関係
友人との付き合い方に関する項目について主成分分析を行った結果
得られた主成分得点（表⚒）。
親和・同調欲求
「親和・同調欲求」に関する項目について主成分分析を行った結果
得られた主成分得点（表⚔）。
グループの閉鎖性・排他性
所属グループの特性に関する項目について主成分分析を行った結果
得られた主成分得点（表⚖）。
開放的な人間関係
個々人の所属グループ以外の友人との交流に関する項目について主
成分分析を行った結果得られた主成分得点（表⚘）。
SNS の利用時間 「ほとんどしない」に⚑、「およそ30分」に⚒、「⚑時間」に⚓、「⚑
時間30分」に⚔、「⚒時間」に⚕、「⚒時間30分」に⚖、「⚓時間」
に⚗、「⚓時間30分」に⚘、「それ以上」に⚙の得点をそれぞれ配分。インターネットの利用時間
表18 インターネットの利用時間の規定要因に関する分析（重回帰分析）
B 標準誤差 β t
性別（ダミー） .366 .279 .082 1.311
学年 -.210 .159 -.080 -1.315
家庭の文化的階層 -.331 .146 -.145 -2.263＊
親による子どもの行動の把握 .075 .148 .033 .505
携帯電話使用の統制 -.288 .166 -.110 -1.737†
携帯電話使用の自由化 .603 .171 .228 3.526＊＊＊
優しい関係 .432 .175 .187 2.471＊
親和・同調欲求 -.210 .190 -.086 -1.108
グループの閉鎖性・排他性 -.222 .146 -.101 -1.521
開放的な人間関係 -.366 .177 -.155 -2.075＊
SNS の利用時間 .582 .081 .452 7.192＊＊＊
調整済みR2 0.361＊＊＊
F値 10.430
男女にかかわらずに見られるとされているが、本研究に
より、「優しい関係」は男子よりも女子に顕著に見られ
ることが明らかとなった。
この点について考えるにあたり、子どもたちが仲間集
団に所属する動機に着目する必要があると思われる。石
田・小島（2009）は、中学生を対象とした質問紙調査を
もとに、子どもたちが仲間集団に所属する動機について
検討している。その結果、女子は男子に比べて、情緒的
なつながりや友人からのサポートを得るために仲間集団
を形成し所属しようという積極的な動機づけのみなら
ず、⚑人で浮いた存在になりたくないからという消極的
な動機づけも高いことを明らかにしている。これら⚒つ
の動機づけのうち、とりわけ注目すべきは消極的動機づ
けである。消極的動機づけから仲間集団に加入している
場合、子どもたちは仲間集団におけるトラブルをできる
限り回避する必要がある。仲間集団におけるトラブル
は、自身が仲間集団から排斥され、クラスで浮いた存在
となるリスク要因となり得るからである。そのため、女
子は男子以上に「優しい関係」を取り結ぶ傾向にあるも
のと推察される。
第⚒に、「親和・同調欲求」についてである。女子は
男子と比べ、「親和欲求」（友人と一緒にいたり、遊んだ
りと友人との親しい関係を望む）が高い傾向にあった。
榎本（2000）は、中学生から大学生を対象とした質問紙
調査をもとに、友人に対する欲求について検討してい
る。その結果、「親和欲求」については、学校段階にか
かわりなく、男子よりも女子で高い傾向にあることを明
らかにしている。本研究の結果はそれを裏付けるもので
あると言えよう。
第⚓に所属グループの特性についてである。特定のグ
ループへの所属の有無について分析したところ、男女と
もに⚗割程度の者が学校で行動をともにする特定のグ
ループに所属していた。そこで、特定のグループに所属
している者に対して所属グループ以外の友人との交流に
ついて尋ねたところ、男子は女子に比べ、所属グループ
の枠を超えた開放的な人間関係を取り結ぶ傾向にあるこ
とが明らかとなった。石田（2003）は、中学生を対象と
した縦断的調査（⚕月期、⚗月期、12月期という⚓時点）
をもとに、男子はいずれの時期でも半数近い友人と交友
していた一方で、女子では時間経過に伴い交友する友人
の数が減少し、12月期では⚔分の⚑程度の友人としか交
友していなかったことを明らかにしている。その理由に
ついて、石田は「男子ではʠ何をするかʡといった遊び
や活動自体が重要な意味をもち、それを中心に集団が形
成される傾向があるのに対し、女子ではʠ何をするかʡ
よりも、ʠ誰とするかʡといった情緒的なつながりが重
視される」（150頁）と述べている。同様のことは本研究
で対象となった中学生にも当てはまると考えられ、その
ため男子は女子に比べ、所属グループ以外の友人ともよ
く遊ぶ傾向にあったものと推察される。
⑵ インターネットの利用時間に影響を及ぼす要因に
ついて
自分専用の携帯電話を所有していると回答した者に対
して、普段（月曜日～金曜日）の⚑日当たりのインター
ネットの利用時間を尋ねたところ、⚒時間以上の者が半
数近くを占めていた。
次に、インターネットの利用時間に影響を及ぼす要因
について分析したところ、主には以下のようなことが明
らかとなった。
第⚑に、家庭の文化的階層が高い場合に、インター
ネットの利用時間が抑制される傾向にあった。苅谷・志
水編（2004）は、小学生を対象とした質問紙調査をもと
に、家庭の文化的階層と基本的生活習慣とが密接に関連
していることを明らかにしている。この結果に鑑みれ
ば、家庭の文化的階層が高い子どもは低い子どもに比
べ、「朝、自分でおきる」「きまった時間にねる」などの
基本的生活習慣を身につけており、その結果、インター
ネットの利用時間を自身で制限しているものと考えられ
る。
第⚒に、親が子どもの携帯電話の使用を直接コント
ロールしている場合に、インターネットの利用時間が抑
制される傾向にあった。その一方で、親が子どもに携帯
電話を自由に使わせている場合に、インターネットの利
用時間が長くなる傾向にあった。同様の結果は、内海
（2010）によっても確認されている。ただし、本研究の
結果が内海（2010）と異なるのは、子ども間の友人関係
に関する変数で統制してもなお、親の子どもの携帯電話
の使用に対する関わり方がインターネットの利用時間に
影響を及ぼしていたという点である。この結果は、親が
子どもとの間に携帯電話の使用に関するルールを設け、
それを子どもに遵守させるように心がけるとともに、携
帯電話の使用を制限することの重要性を示唆している。
第⚓に、子どもたちが他者に配慮し気遣うとともに、
他者との対立を避けようとする「優しい関係」を取り結
んでいる場合に、インターネットの利用時間が長くなる
傾向にあった。土井（2008）は「ケータイ・メールの交
換においては、即レス（メールを受信したらその場で直
ちに返事を送ること）が基本的なマナーとして期待され
ている」（143頁）とし、「即レスがそれほど強く求めら
れるのは、メールに載せられるメッセージ内容の交換が
第一の目的ではなく、メールを交換することによる『ふ
れあい』が第一の目的だからである」（144頁）と述べて
いる。この指摘に鑑みれば、「優しい関係」を取り結ん
でいる子どもたちは、携帯電話によるメッセージを送っ
てくるかもしれない友人に過剰なまでに配慮するあま
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り、携帯電話を手放せなくなるとともに、自らメッセー
ジのやり取りを中断することが難しくなり、結果として
インターネットの利用時間が長くなるものと推察される。
第⚔に、子どもたちが所属グループの枠を超えた開放
的な人間関係を取り結んでいる場合に、インターネット
の利用時間が抑制される傾向にあった。この結果は、あ
る特定のグループ以外の友人とも交流がある場合、交友
関係の幅が広がることから、特定の人間関係のしがらみ
から解放され、インターネットの利用時間が抑制される
ことを示唆していると考えられる。
子どもたちがクラス内に開放的な人間関係を取り結ぶ
にあたり、教師の指導態度は重要であろう。例えば、三
島・宇野（2004）は、子どもの教師に対する認知が学級
集団の雰囲気に影響を及ぼすことを明らかにしている。
具体的には、教師をʠ自分を受容してくれたり、共感的
な対応をしてくれたり、親近感の湧く存在ʡとして認知
している場合に、子どもたちは学級集団を肯定的に捉え
る（「互いに認め合う雰囲気がある」、「規律が守られて
いる」、「学校や学級での活動に意欲的である」など）傾
向にあることを明らかにしている。この結果は、教師が
普段子どもたちにどのように接するかによって、子ども
間の交友関係の有り様が大きく左右される可能性を示し
ていると言えよう。
第⚕に、SNS（LINE や Twitter）の利用時間が長い
場合に、インターネットの利用時間も長くなる傾向に
あった。とりわけ注目すべきは、SNS の利用時間は他
の変数と比べ、インターネットの利用時間に最も大きな
影響を及ぼしていたことである。本研究の分析対象者の
SNS（LINE や Twitter）の利用時間は、30分以下の者
が66.7％と⚗割弱を占めている一方で、⚒時間以上の者
は⚑割強に過ぎなかった。ただし、分析対象者のなかに
は SNS のヘビーユーザーがわずかながら存在すること
から、彼らについては SNS の利用時間を制限すること
がインターネットの利用時間を抑制することに大きくつ
ながると考えられる。
SNS の利用時間を制限するにあたり、子どもたちに
対して、SNS の過度の利用が SNS 上のトラブルを引き
起こすリスクが高いこと（内海 2010，内閣府 2017な
ど）を伝えておくことは重要であると思われる。SNS
を頻繁に利用する子どもたちは、ʠ友人と絶えずつな
がっていたいʡ、ʠ友人と仲良くしたいʡなどの欲求を強
く持っていると推察されるが、SNS の過度の利用は、
そのような欲求に相反する結果をもたらす可能性が高い
のである。
最後に今後の課題について述べ、本研究を締めくくる
こ と と し た い。第 ⚑ に、セ ル フ コ ン ト ロ ー ル
（Gottfredson & Hirschi 1990）がインターネットの利用
時間に及ぼす影響を検討することができなかったことで
ある。本研究により、親が子どもの携帯電話の使用を直
接コントロールするだけではなく、子ども自身のセルフ
コントロールの力がインターネットの利用時間を抑制す
る可能性が示唆された。それゆえ、今後はセルフコント
ロールを分析モデルに組み込んだ研究を行っていく必要
があろう。
第⚒に、本研究が横断的調査に基づくものであり、縦
断的調査に基づくものではない、ということである。今
後は縦断的調査を行い、インターネットの利用時間に影
響を及ぼす要因をより正確に検討する必要があろう。
第⚓に、本研究の調査対象が、あるローカルな地域の
公立中学校に在籍する中学生である、ということであ
る。今後は、都市部や全国の中学生を対象に調査を行
い、本研究と同様の結果が得られるのかどうかを検討す
る必要があろう。
注
1) 自由度が344となっているのは、特定のグループに所属
している者の人数が346名であるためである。
2) 自由度が247となっているのは、インターネットや SNS
の利用時間については、自分専用の携帯電話を所有して
いる者（249名）についてのみ尋ねているためである。
3) 自由度が247となっているのは、親による子どもの携帯
電話使用の統制に関する項目については、自分専用の携
帯電話を所有している者（249名）についてのみ尋ねて
いるためである。
4) 分析の方法としては、因子数を⚑～⚓とし、主因子法に
より因子を抽出し、因子の解釈のしやすさから⚒因子解
を採用した。
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